


阿蘇医療センターの紹介

➢ 病床数：124床 （一般120床:うち包括21床）（感染症4床）

➢ 診療科

内科,循環器内科,脳神経外科,小児科,消化器外科,整形外科

歯科口腔外科,糖尿病・代謝内分泌内科,血液内科,腎臓内科

乳腺内分泌外科,消化器外科,消化器内科,腫瘍内科,脳神経内科

リウマチ膠原病内科,呼吸器内科,小児科専門外来,耳鼻咽喉科

➢ 外来化学療法室：看護師2名

【基本理念】

本院は、地域の中核病院として、地域の医療機関や関連施設等と連携を図り
ながら、患者の視点に立った医療の提供を実践し、地域住民の健康維持と福
祉の向上に貢献する

感染管理認定看護師：1名(2013年)

がん化学療法看護認定看護師：1名(2015年)

認知症看護認定看護師：1名(2017年)

認定看護師：3名



阿蘇地域におけるがん診療の現状

令和2年4月1日

熊本県がん診療連携拠点病院の
指定を受ける。

「熊本県のがん登録」より

阿蘇における臓器別がん患者数

他地域に比べ
胃がん、膵がん
が多い

当院で可能ながん治療

阿 蘇
(阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、
高森町、西原村、南阿蘇村)

診断時住所2次医療園別登録数 563件
推進人口(Ｈ30.10.1現在) 60,994人

がん診療連携拠点病院Ｒ元年度までない
状態だった。



2014年 8月：阿蘇医療センター(旧阿蘇中央病院)

外来化学療法室開設

がん治療連携指導料届出受理

2015年 7月：がん化学療法看護認定看護師

9月：外来化学療法加算Ⅱ届出受理

2016年 4月：消化器外科常勤医師着任

：熊本地震

7月：レジメン管理委員会

9月：安全キャビネット購入

10月：薬剤部調合開始

11月：外来化学療法加算Ⅰ届出受理

2017年10月：胃がんのオプジーボ® 4コース実施

（県外の大学病院）

12月：入院患者を病棟で化学療法実施

2018年 4月：がんサロン「笑がお」開始

第2木曜日13：30～15：30 当院1F講堂

：Cancer Board開始

7月 ：国立病院機構熊本医療センター境健爾先生着任（1回/月）

2019年 1月：Cancer Board 境健爾先生 （1回/月）

5月：指定申請WGキックオフ

(隔週１回【医師・看護師等12名程度】)

設置要綱に対して当院の状況、課題等の協議

がん相談支援センター、緩和ケアチーム 設置

7月：インフューザーポンプを使用するレジメン登録

8月：熊本県指定がん診療連携拠点病院指定 申請

9月：阿蘇郡市養護教諭部会研修会

がんサロン「笑がお」世話人講演

2020年4月 ：熊本県指定がん診療連携拠点病院指定

COVID-19のためCancer Board、がんサロン中止

6月：緩和ケア スクリーニングシート（外来）開始

2020年7月：オンライン Cancer Board 再開

12月：がん治療連携計画暫定料届出

熊本県指定がん診療連携拠点病院指定までの取組み



当院の外来化学療法室

• 病床数：3床
ベッド2床

リクライニングチェア1床

がん化学療法患者：13名

リウマチ治療患者：1名

(2020年9月現在)

外来化学療法室 担当医師

当院の１Ｆフロア



2015年（平成27年）4月～2020年8月末まで（外来+病棟）

当院の外来化学療法①



2015年（平成27年）4月～2020年8月末まで（外来+病棟）

外来治療患者数と治療件数 N=63

当院の外来化学療法②



当院の外来化学療法③



緩和ケアチーム 歯科口腔外科 高宗 康隆 医師



✓ 本年度より正式に緩和ケアチーム発足

医師２名 歯科医師１名 看護師６名 薬剤師３名
理学療法士１名 管理栄養士１名 社会福祉士２名

✓外来、入院の緩和ケア症例を毎週検討している

令和
元年度

令和
2年度

4月 5月 6月 7月 8月

緩和ケアチーム依頼件数 48 9 16 15 17 22

緩和ケアチーム新規患者数 13 2 4 3 5 2

✓新たに導入した治療



阿蘇地域におけるがん診療の課題とこれから

✓ 高齢者が多い

✓ 癌治療の専門施設が少ない

✓ 熊本市内への距離が遠い

当院が阿蘇地域のがん診療の拠点となることで・・・

✓がん診療専門職（医師、看護師、薬剤師、社会福祉士など）

を増やす

✓市内まで行かなくても抗がん剤治療ができるようになる

✓在宅も含めた緩和ケア体制を確立する

✓癌の手術も積極的に行い・・・

できる限り阿蘇地域で完結できるがん治療を目指します！！

緩和ケアチーム 委員長
消化器外科 古閑 悠輝 医師


